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第 5 章は，パルススタップ同期方式に用いる 2 種類のフレーム構成を提案し，その有効性について
述べたものである。第 1 のものは符号の誤りに対して高い同期安定度を得ることをならいとしたもの







第 7 章は， PCM多重化クロックレートの設計法を述べたもので，はじめに設計要因と規格値設定
の考え方を示し，これらにもとずいて多重化クロックレートを定める手順を与え，最後に，数値例と
してわが国の PCM3 次群ないし 5 次群のクロックレートを示している。
第 8 章は結論で，本研究で得られた結論をまとめ，残された問題について述べている。
論文の審査結果の要旨
















国の現用 PCM3 次群ないし 5 次群の多重化クロックレートを定めている。
以上のように，本論文は，今後の通信方式において重要な位置をしめると考えられるディジタル通
信の実現に多くの貴重な示唆を与えており，通信工学の発展に多大の貢献をもたらしている。よって
本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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